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1
平成２２年度学内
予算配分（案）に
ついて

本来前年度中に予算配分を行う
べきであり、次年度以降は適切
な時期に予算編成していただき
たい。

平成２３年度学内予算配分については，文
科省から運営費交付金等の内示後，１月
に予算編成方針及び予算枠を提示し，３月
中に予算編成を行った。

2

平成２２年３月卒
業者・修了者の
進路状況につい
て

卒業後の就職できない学生への
対応及び卒業単位を取った後に
大学に残れる方法はあるのか
（卒業してしまうと就職の際に新
卒者扱いとならず、就職に不利
が生じる現状がある）

現在、本学では卒業単位修得後に大学に
在籍できる制度はないが、毎年卒業式前
に、医・歯学部を除く卒業・修了生全員に
就職支援センターからの案内を配布し、卒
業後も就職相談や求人の紹介など、在学
中と同様の支援を受けられることをPRして
いる。さらに５月１日付け調査時点の未就
職卒業生には、求職登録を勧める文書を
センターから郵送し、求職登録者には随時
メールで求人情報等を送っている。また卒
業後３年以内は新卒扱いにという国の働き
かけもあり、既卒者に門戸を開く企業も最
近増加している。

3

平成２１事業年度
に係る実績報告
及び第1期中期
目標期間に係る
確定評価につい
て

男女共同参画の基本理念を教職
員・学生へ啓発し、具体的な取組
を推進してほしい。

意識啓発の取り組みとして、平成22年11月
に男女共同参画シンポジウムを開催し、教
職員・学生のほか学外者を含め約２３０名
の参加があった。そのほかの主な取り組み
として、①オープンキャンパス企画“muse
篤姫”「郷中Café『夢・未来』」～女子高校
生と女子大学院生との交流会～を実施 （8
月）、②共通教育科目「男女共同参画と
キャリアデザイン」の開講　(後期）、③学長
と女性研究者との懇談会の開催 (2月）、④
Newsletterの創刊(3月）、⑤相談体制の構
築(3月）が挙げられる。また、11月には全
学の常勤職員に対する男女共同参画に関
する意識調査を実施（回収率68.2％）した
ほか、1月には女性研究者向け教育研究
支援等に関するアンケート調査（回収率
61.9％）を実施し、支援体制の充実に向け
た基礎データを収集した。
これらの調査結果等をもとに、短期（3年）
及び長期（10年）行動計画を策定し、次年
度以降男女共同参画に関する意識啓発及
び教職員のワーク・ライフ・バランス支援の
推進並びに次世代女性研究者育成支援を
行っていく予定である。
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